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(57)【要約】
【課題】光源の発光出力の変化を気づかせないようにす
る。
【解決手段】画像表示装置では、光源部の発光出力の変
化を監視する発光出力監視部を介して回復検知部が光源
部の発光出力がリカバリ状態になったことを検知する。
すると、出力画像制御部は、光源部の発光出力の変化に
応じた画像の明るさの変化を補償するように液晶パネル
部から出力された画像のコントラストを制御するように
した。これにより、光源部のリカバリ状態による発光出
力の変化に関わらず、画像表示装置から出力される画像
の明るさが実質的に変化しないようになり、当該画像を
見ている者に対して違和感を与えないようにすることが
できる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源部と、
　入力信号に基づき前記光源部からの入射光を変調して出射し画像を出力する光変調部と
、
　前記光源部の発光出力が低出力状態から回復して回復状態になったことを検知する回復
検知部と、
　前記回復検知部が前記光源部の前記回復状態を検知すると、前記発光出力に応じて前記
光変調部から出力される前記画像の明るさを制御する出力画像制御部と、
　を有する画像表示装置。
【請求項２】
　前記出力画像制御部は、前記発光出力に応じて変化する前記画像の明るさを補償するよ
うに前記画像の明るさを制御する請求項１記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記出力画像制御部は、前記画像のコントラストまたはブライトネスを制御する請求項
１記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記回復状態では、前記光源部の前記発光出力が所定出力未満の前記低出力状態から、
前記所定出力以上に回復する請求項１記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記回復状態では、さらに、前記光源部の前記発光出力の回復後に、前記発光出力は再
度回復前の前記発光出力に変化する請求項４記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記出力画像制御部は、前記発光出力の回復に応じて明るくなった前記画像の明るさを
暗くする請求項４記載の画像表示装置。
【請求項７】
　前記出力画像制御部は、回復した前記発光出力が回復前の前記発光出力への変化に応じ
て暗くなった前記画像の明るさを明るくする請求項５記載の画像表示装置。
【請求項８】
　前記画像出力制御部は、前記入力信号の信号レベルを制御して前記画像の明るさを制御
する請求項１記載の画像表示装置。
【請求項９】
　前記入力信号に基づく前記画像に副画像を重ねる画像処理部をさらに有し、
　前記光変調部は、前記副画像を出力する、請求項８記載の画像表示装置。
【請求項１０】
　前記画像出力制御部は、前記光変調部の光の透過度を制御して前記画像の明るさを制御
する請求項１記載の画像表示装置。
【請求項１１】
　光源部の発光出力が低出力状態から回復して回復状態になったことを検知するステップ
と、
　入力信号に基づき前記光源部からの入射光を変調する光変調部から出射して出力される
画像の明るさを制御するステップと、
　を有する画像表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、画像表示装置及び画像表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　会議等で多く利用されているプロジェクタ、液晶モニタ等の画像表示装置は液晶パネル
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及び光源を備えており、変調した当該光源からの光を液晶パネルに透過させて、スクリー
ン等に画像を投射することができる。
【０００３】
　このような画像表示装置では、光源の発光出力が一定に保たれているため、画像が暗い
場合には、コントラスト感を十分表現することができず、また、光源からの入射光の大半
が液晶パネルで遮断されるため、液晶パネル内で発熱が大きく、消費電力が大きくなると
いう問題があった。そこで、元の画像の１フレーム内での最大輝度に応じて、光源の発光
出力を変化させるようにしている。これにより、元の画像が暗い場合には、光源の発光出
力を調整して、光源からの入射光を液晶パネルに無駄なく透過させることができる。これ
により、液晶パネルによる入射光の遮断を抑制して、光源の消費電力の低下を防止してい
た（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　また、光源の消費電力を低下させる別の方法としては、光源の発光出力をある所定出力
以下に低下させた状態を維持して発光出力を抑制するような方法がある。しかし、光源が
、水銀ランプ等の場合には、所定出力以下の発光が一定時間以上続くと、光源内が黒くな
ってしまう黒化が生じてしまう。
【０００５】
　このような光源の黒化の発生を防止するために、光源に対して、所定出力以下の発光出
力を一定時間経過後、再び、所定出力以上に回復させるリカバリ処理を行う必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１１－１０９３１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、光源に対してリカバリ処理が実行されると、リカバリ処理による光源の発光出
力の回復に伴い、投射されている画像が明るくなってしまう。そして、リカバリ処理の終
了に応じて、画像が再び元の明るさに戻る。このように画像の明るさが変化すると、画像
を見ている者に違和感を与えてしまうという問題点があった。
【０００８】
　本技術は、このような点に鑑みてなされたものであり、光源の発光出力の変化を気づか
せないようにすることができる画像表示装置及び画像表示方法を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、画像表示装置は、光源部と、光変調部と、回復検知部と、
出力画像制御部とを有する。光変調部は、入力信号に基づき光源部からの入射光を変調し
て出射し画像を出力する。回復検知部は、光源部の発光出力が低出力状態から回復して回
復状態になったことを検知する。出力画像制御部は、回復検知部が光源部の回復状態を検
知すると、発光出力に応じて光変調部から出力される画像の明るさを制御する。
【００１０】
　また、上記課題を解決するために、画像表示装置において実行する画像表示方法は、光
源部の発光出力が低出力状態から回復して回復状態になったことを検知するステップと、
入力信号に基づき光源部からの入射光を変調する光変調部から出射して出力される画像の
明るさを制御するステップと、を有する。
【発明の効果】
【００１１】
　このような画像表示装置及び画像表示方法によれば、光源の発光出力の変化を気づかせ
ないようにすることができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】第１の実施の形態に係る画像表示装置のハードウェア構成例を示す図である。
【図２】第１の実施の形態に係る画像表示装置が備える機能を表す機能ブロック図である
。
【図３】第１の実施の形態に係る画像表示装置が備える光源部の発光出力に基づく状態の
遷移を表す図である。
【図４】第１の実施の形態に係る画像表示装置が表示する画像のコントラストに基づく状
態の遷移を表す図である。
【図５】第１の実施の形態に係る画像表示装置の光源部の発光出力及び画像のコントラス
トの変化を示す図である。
【図６】第１の実施の形態に係る画像表示装置の光源部の発光出力に対する画像のコント
ラストのテーブルの一例を示す図である。
【図７】第２の実施の形態に係る画像表示装置の光源部の発光出力及び画像のコントラス
トの変化を示す図である。
【図８】第２の実施の形態に係る画像表示装置の光源部の発光出力に対する画像のコント
ラストのテーブルの一例を示す図である。
【図９】第３の実施の形態に係る画像表示装置の光源部の発光出力及び画像のコントラス
トの変化を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して実施の形態について説明する。
【００１４】
　［第１の実施の形態］
　画像表示装置の一例としてのプロジェクタの場合を例に挙げて、図１を用いて説明する
。
【００１５】
　図１は、第１の実施の形態に係る画像表示装置のハードウェア構成例を示す図である。
【００１６】
　なお、図１では制御信号を実線で、入力信号を破線で、光を大型の矢印でそれぞれ示し
ている。
【００１７】
　プロジェクタ１０は、光源部１１と、光学処理部１２、液晶パネル部１３、レンズ部１
４、レンズ調整部１５、操作受付部１６、制御部２０を備えている。
【００１８】
　光源部１１は、水銀ランプ、キセノンランプ等である。例えば、フィリップス社製のラ
ンプ制御技術に対応したプロジェクタ用ランプであって、後述する制御部２０からの制御
に応じて、発光出力を変更することができる。
【００１９】
　光学処理部１２は、光源部１１から入射した光を集光し、液晶パネル部１３に出射する
。
【００２０】
　液晶パネル部１３（光変調部）は、制御部２０の制御に応じて駆動し、入力信号に基づ
き光源部１１からの入射光を変調して出射し画像を出力する。また、液晶パネル部１３は
、各画素に対する電圧に応じて各画素の光の透過度を制御する。
【００２１】
　レンズ部１４は、焦点レンズ、ズームレンズ、絞り等を備えており、光源部１１から出
射された光を受けた液晶パネル部１３が出力する画像をスクリーン等の投射面に対して拡
大投射する。
【００２２】
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　レンズ調整部１５は、レンズモータ、レンズ調整位置検出部等を備えており、制御部２
０からの制御により、レンズ調整位置検出部により検出された検出位置に基づきレンズモ
ータを駆動させる。これによりレンズ部１４の焦点レンズ、ズームレンズ等を移動させて
、レンズ部１４からの投射画像のピント、大きさ等を調整することができる。
【００２３】
　操作受付部１６は、プロジェクタ１０に外装されている入力切り替え、発光出力切り替
え、コントラスト調整、ブライトネス調整、レンズシャッターレバー、フォーカスリング
等の各種操作キーに対する操作入力を受け付ける。また、操作受付部１６が受け付けた各
種操作入力に基づき、後述する制御部２０が各操作に対応する制御を実行する。
【００２４】
　制御部２０は、プロジェクタ１０全体を制御することができる。特に、光源部１１と、
液晶パネル部１３、レンズ調整部１５の処理動作を制御する。このような制御部２０は、
入力信号処理部２１と、画像処理部２２、パネル制御部２３、光源制御部２４、メモリ部
２５、主制御部３０を備える。
【００２５】
　入力信号処理部２１は、例えば、プロジェクタ１０に接続されたパーソナルコンピュー
タ等の外部機器から入力信号を受け付ける。受け付けた入力信号に、画像表示を行うため
に必要な処理を行った画像信号を出力する。例えば、液晶パネル部１３に対する表示に適
合した信号フォーマットへの変換処理、また、液晶パネル部１３の水平及び垂直画素数に
適応させた解像度変換処理等の各種画質調整等のための信号処理を実行する。
【００２６】
　画像処理部２２は、外部からの操作入力に応じて、入力信号処理部２１から出力された
画像信号に対して台形歪み補正処理を行う。また、画像処理部２２は、画像信号に基づく
画像に対して設定画面等の副画像を重ねて表示させるために当該画像信号に副画像信号を
付加するためのＯＳＤ（On-Screen-Display）処理を行う。
【００２７】
　パネル制御部２３は、画像処理部２２から出力された画像信号に基づき液晶パネル部１
３の光変調動作を制御する。
【００２８】
　光源制御部２４は、光源部１１の発光出力を制御する。光源制御部２４は、光源部１１
の発光出力を、例えば、ユーザのモード設定に応じて、最大発光出力、最大発光出力に対
して６５％、３０％（省電力モード）等にそれぞれ制御することができる。なお、それぞ
れの割合はこれらに限定されるものではなく、適宜設定することができる。
【００２９】
　メモリ部２５は、後述する主制御部３０によるプロジェクタ１０の各構成での処理動作
で利用及び生成される情報を保持する。例えば、入力信号処理部２１が入力信号を処理す
るために必要となる情報（各種プログラム、パラメータデータ、ユーザ設定情報等）を予
め保持している。また、光源制御部２４が光源部１１の発光出力を低下させる際に利用す
る時間（後述）の情報がユーザに設定されて予め保持される。
【００３０】
　主制御部３０は、制御部２０が備える入力信号処理部２１と、画像処理部２２、パネル
制御部２３、光源制御部２４等の制御を介して、プロジェクタ１０全体を制御する。また
、メモリ部２５に対して情報を保持させ、また、メモリ部２５から情報の読み出しを行う
。
【００３１】
　このような構成を備えるプロジェクタ１０では、入力信号処理部２１が入力信号に対し
て処理を行って出力した画像信号に応じて、パネル制御部２３が液晶パネル部１３の光変
調動作を制御する。そして、液晶パネル部１３は、光源部１１から出射された光を変調し
て光学像（画像）を出力し、レンズ部１４等がこのようにして出力された画像をスクリー
ンに対して拡大投射する。
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【００３２】
　次いで、このような主制御部３０が有する機能について図２を用いて説明する。
【００３３】
　図２は、第１の実施の形態に係る画像表示装置が備える機能を表す機能ブロック図であ
る。
【００３４】
　主制御部３０は、光源部１１の低下していた発光出力が回復すると、液晶パネル部１３
から出力される画像の明るさを制御することができる。
【００３５】
　このような主制御部３０は、発光出力監視部３１と、回復検知部３２、出力画像制御部
３３を備える。
【００３６】
　発光出力監視部３１は、光源制御部２４が光源部１１に対して行う発光出力制御に基づ
き、光源部１１の発光出力の変化を監視する。
【００３７】
　回復検知部３２は、発光出力監視部３１の監視結果に基づいて、光源部１１の発光出力
が維持された状態から回復するリカバリ状態になったことを検知する。なお、光源部１１
の発光出力の回復状態については後述する。
【００３８】
　出力画像制御部３３は、回復検知部３２が光源部１１のリカバリ状態を検知すると、光
源部１１の発光出力の変化に応じて液晶パネル部１３から出力された画像の明るさを制御
する。出力画像制御部３３は、例えば、入力信号処理部２１に入力された入力信号の信号
レベルを制御して画像の明るさを制御する。具体的には、入力信号が含む輝度情報及びカ
ラー情報に基づき当該入力信号に対応するコントラストを算出する。そして、光源部１１
のリカバリ状態にある発光出力による画像の明るさの変化を補償するようなコントラスト
になるように入力信号の輝度情報及びカラー情報を制御する。
【００３９】
　出力画像制御部３３は、上記とは別に、光源部１１のリカバリ状態にある発光出力によ
り変化した画像の明るさを補償するようにコントラストを調整するために、液晶パネル部
１３の各画素の光の透過度を制御するようにしても構わない。但し、この場合には、例え
ば、画像処理部２２により画像信号に対してＯＳＤ処理が行われると、設定画面の明るさ
も変化してしまう。
【００４０】
　このような出力画像制御部３３による画像のコントラストの制御は、例えば、ユーザの
設定に応じて、いずれかの方法を実行することができる。
【００４１】
　なお、出力画像制御部３３は、コントラストに代わってブライトネスを調整することで
も、光源部１１のリカバリ状態にある発光出力の変化に応じた画像の明るさを補償するこ
とができる。
【００４２】
　また、ユーザがプロジェクタ１０から投射されている画像のコントラスト（または、ブ
ライトネス）の調整を行いたい場合には、プロジェクタ１０に外装された操作ボタンに対
してユーザから当該調整のための操作入力を受け付けることが可能である。この場合には
、当該操作入力を受け付けた操作受付部１６が出力画像制御部３３に、操作入力に基づい
たコントラスト等の調整を実行させる。出力画像制御部３３は、上記の入力信号処理部２
１またはパネル制御部２３に対する制御を行うことで画像のコントラスト等の調整を行う
ことができる。
【００４３】
　次に、このようなプロジェクタ１０による画像の明るさの制御について説明する。
【００４４】
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　まず、光源制御部２４によって制御される光源部１１の発光出力に基づく状態の遷移に
ついて図３及び図５を用いて説明する。
【００４５】
　図３は、第１の実施の形態に係る画像表示装置が備える光源部の発光出力に基づく状態
の遷移を表す図である。
【００４６】
　また、図５は、第１の実施の形態に係る画像表示装置の光源部の発光出力及び画像のコ
ントラストの変化を示す図である。なお、図５は横軸が経過時間を、縦軸が光源部１１の
発光出力及び画像のコントラストをそれぞれ表している。また、発光出力Ｗｂは制限出力
である。
【００４７】
　光源制御部２４によって制御される光源部１１の発光出力に基づき、図３に示されるよ
うに、通常状態（Ｓ０１）と、発光出力制限状態（Ｓ０２）、リカバリ状態（Ｓ０３）の
３状態がある。
【００４８】
　通常状態（Ｓ０１）では、後述する発光出力制限状態（Ｓ０２）及びリカバリ状態（Ｓ
０３）以外の状態であって、入力信号に基づいた画像が投射されるように光源部１１が所
定出力（制限出力）以上の発光出力で発光する。このような光源部１１の通常状態（Ｓ０
１）は、光源部１１の発光出力が制限出力未満に低下すると、発光出力制限状態（Ｓ０２
）に遷移する。例えば、図５の場合では、通常状態（Ｓ０１）は、光源制御部２４により
光源部１１が発光出力Ｗｃで発光し（Ａ１～Ａ２）、その後、光源部１１の発光出力Ｗｃ
が発光出力Ｗｂまで低下するまで（Ａ２～Ａ３）が該当する。このような通常状態（Ｓ０
１）は、光源部１１の発光出力が発光出力Ｗｂを下回ると、発光出力制限状態（Ｓ０２）
に遷移する。
【００４９】
　発光出力制限状態（Ｓ０２）では、光源部１１の発光出力が制限出力を下回った状態で
ある。このような光源部１１の発光出力制限状態（Ｓ０２）は、光源部１１の発光出力が
制限出力を下回った状態が所定時間経過すると、リカバリ状態（Ｓ０３）に遷移する。例
えば、図５の場合では、発光出力制限状態（Ｓ０２）は、光源部１１が発光出力Ｗｂを下
回り、さらに発光出力Ｗａまで低下し（Ａ３～Ａ４）、発光出力Ｗａが維持される（Ａ４
～Ａ５）。発光出力制限状態（Ｓ０２）は、光源部１１が発光出力Ｗｂを下回ってから所
定時間、例えば、時間Ｔ１が経過する（Ａ５）と、リカバリ状態（Ｓ０３）に遷移する。
なお、時間Ｔ１は光源部１１に応じて適宜設定される。
【００５０】
　リカバリ状態（Ｓ０３）では、光源部１１の制限出力未満の発光出力が制限出力まで回
復し、制限出力が所定時間維持されると、再度、発光出力は回復前に戻されて、発光出力
制限状態（Ｓ０２）に遷移する。例えば、図５の場合では、リカバリ状態（Ｓ０３）は、
光源部１１の発光出力Ｗａが発光出力Ｗｂに回復し（Ａ５～Ａ６）、回復した発光出力Ｗ
ｂが維持されて（Ａ６～Ａ７）、発光出力Ｗｂから再び発光出力Ｗａに戻るまで（Ａ７～
Ａ８）である。このようにリカバリ状態（Ｓ０３）は、再び、発光出力制限状態（Ｓ０２
）に遷移する。
【００５１】
　次いで、主制御部３０によって制御されるプロジェクタ１０から投射される画像のコン
トラストに基づく状態の遷移について図４、図５及び図６を用いて説明する。
【００５２】
　図４は、第１の実施の形態に係る画像表示装置が表示する画像のコントラストに基づく
状態の遷移を表す図である。
【００５３】
　また、図６は、第１の実施の形態に係る画像表示装置の光源部の発光出力に対する画像
のコントラストのテーブルの一例を示す図である。
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【００５４】
　主制御部３０（出力画像制御部３３）により制御される、プロジェクタ１０から投射さ
れる画像のコントラストに基づき、図４に示されるように、通常状態（Ｓ１１）と、コン
トラスト補償状態（Ｓ１２）の２状態がある。
【００５５】
　通常状態（Ｓ１１）では、後述するコントラスト補償状態（Ｓ１２）以外の状態であっ
て、プロジェクタ１０から投射される画像のコントラストが一定であり、または、外部か
らの操作入力等によりコントラストが調整される。例えば、図５の場合では、通常状態（
Ｓ１１）は、入力信号が入力信号処理部２１により処理された画像信号に対応するコント
ラストがコントラストＣ１である（Ａ１～Ａ５）場合である。このような通常状態（Ｓ１
１）は、光源部１１の発光出力が発光出力制限状態（Ｓ０２）からリカバリ状態（Ｓ０３
）に遷移したこと（図３）を回復検知部３２が検知すると、コントラスト補償状態（Ｓ１
２）に遷移する。
【００５６】
　コントラスト補償状態（Ｓ１２）では、リカバリ状態（Ｓ０３）の光源部１１の発光出
力の変化に応じて、プロジェクタ１０から投射される画像のコントラストを変化させる。
　例えば、図５の場合では、リカバリ状態（Ｓ０３）において光源部１１の制限出力未満
の発光出力Ｗａが発光出力Ｗｂまで回復するのに伴って、プロジェクタ１０から投射され
る画像のコントラストＣ１をコントラストＣ２に低下させる（Ａ５～Ａ６）。これにより
、光源部１１の発光出力の回復に基づいて画像が明るくなる分を画像のコントラストを低
下させることで、プロジェクタ１０から投射される画像の見かけ上の明るさの変化を抑制
する。また、リカバリ状態（Ｓ０３）において光源部１１の発光出力Ｗｂが維持されて時
間Ｔ２経過すると共に、出力画像制御部３３もコントラストＣ２を維持する（Ａ６～Ａ７
）。この間は、プロジェクタ１０から投射される画像の見かけ上の明るさの変化が抑制さ
れた状態が維持される。さらに、リカバリ状態（Ｓ０３）において光源部１１の回復した
発光出力が回復前に戻るに伴って、プロジェクタ１０から投射される画像のコントラスト
を上昇させる。例えば、図５の場合では、リカバリ状態（Ｓ０３）において光源部１１の
発光出力Ｗｂが回復前の発光出力Ｗａまで戻されるのに伴って、プロジェクタ１０から投
射される画像のコントラストＣ２をコントラストＣ１に上昇させる（Ａ７～Ａ８）。これ
により、光源部１１の発光出力が回復前に戻ることで画像が暗くなる分を画像のコントラ
ストを上昇させることで、プロジェクタ１０から投射される画像の見かけ上の明るさの変
化を抑制する。このように、コントラスト補償状態（Ｓ１２）では、リカバリ状態（Ｓ０
３）により光源部１１の発光出力の増減による画像の明るさの変化を補償するように、プ
ロジェクタ１０から投射される画像のコントラストを変化させる。
【００５７】
　なお、このようなコントラストの制御は、例えば、出力画像制御部３３が、図６に例示
するテーブルの情報を読み込み、当該テーブルに基づき実行される。発光出力Ｗａが１ず
つ追加して発光出力Ｗｂまで回復する場合には、回復する発光出力に対応してコントラス
トＣ１をａ１，ａ２，…ａｎ減少させてコントラストＣ２まで減少させる。また、発光出
力Ｗｂが１ずつ減少して発光出力Ｗａに再度戻る場合には、減少する発光出力に対応して
コントラストＣ２にｂ１，ｂ２，…ｂｎを追加してコントラストＣ１まで回復させる。
【００５８】
　また、このようなテーブルを用いて、カウント値に応じて、光源制御部２４が光源部１
１の発光出力を、主制御部３０（出力画像制御部３３）がコントラストをそれぞれ制御す
るようにしても構わない。
【００５９】
　このように、画像表示装置であるプロジェクタ１０では、光源部１１の発光出力の変化
を監視する発光出力監視部３１を介して回復検知部３２が光源部１１の発光出力がリカバ
リ状態になったことを検知する。すると、出力画像制御部３３は、光源部１１の発光出力
の変化に応じた画像の明るさの変化を補償するように液晶パネル部１３から出力された画
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像のコントラストを制御するようにした。
【００６０】
　これにより、光源部１１のリカバリ状態による発光出力の変化に関わらず、プロジェク
タ１０から出力される画像の明るさが実質的に変化しないようになり、当該画像を見てい
る者に対して違和感を与えないようにすることができる。
【００６１】
　［第２の実施の形態］
　第２の実施の形態では、第１の実施の形態を利用した別の例について図７及び図８を用
いて説明する。なお、第２の実施の形態でも、第１の実施の形態と同様のプロジェクタ１
０（図１～図４）を利用して説明する。
【００６２】
　図７は、第２の実施の形態に係る画像表示装置の光源部の発光出力及び画像のコントラ
ストの変化を示す図である。なお、図７は図５と同様に、横軸が経過時間を、縦軸が光源
部１１の発光出力及び画像のコントラストをそれぞれ表している。さらに、グラフの上部
には、画像変化の有無の状態を表示している。
【００６３】
　また、図８は、第２の実施の形態に係る画像表示装置の光源部の発光出力に対する画像
のコントラストのテーブルの一例を示す図である。
【００６４】
　近年、プロジェクタ及び液晶ディスプレイ等の画像表示装置は、会議等に限らず、教育
現場、学会等の授業・発表での利用が増えている。しかし、教育現場・学会等で画像表示
装置が利用されてはいるものの、同一の画像を投射表示したままおよそ半分くらいは利用
されずに授業・発表等が行われており、画像表示装置の光源部の消費電力が無駄になって
いる。そこで、以下のような方法により光源部の消費電力を抑制することができる。
【００６５】
　例えば、プロジェクタ１０では、光源制御部２４が入力信号処理部２１に対する入力信
号の変化がない（同一入力信号が入力されている）こと（または、入力信号が無信号であ
ること）を判定すると、光源制御部２４は光源部１１の発光出力を、説明を受ける者（被
説明者）が気づかないような低下率で低下させるようにする。なお、光源制御部２４は、
入力信号の変化を判定すると、低下させていた光源部１１の発光出力を低下前に回復させ
る。
【００６６】
　具体的には、図７に示されるように、光源部１１が当初発光出力（１００％）で変化が
ないことを光源制御部２４が検知（図７のＢ２）して所定の時間ｔ１が経過する（Ｂ２～
Ｂ３）。すると、光源制御部２４は、被説明者に発光出力（１００％）の低下がほとんど
気づかない程度ではあるが発光出力を低下させ（Ｂ３～Ｂ４）、低下後の発光出力の状態
を所定の間維持する（Ｂ４～Ｂ５）。これにより被説明者に発光出力の低下がほとんど気
づかれない程度ではあるが発光出力を低下させてその状態を維持するようにして、消費電
力の抑制を図っている。つまり、被説明者には発光出力が初期の場合とほとんど変わらな
い投射画像を視認している印象を与えることになる。ここで、所定時間が経過するとプロ
ジェクタ１０を利用していないと判断し、光源制御部２４が光源部１１の発光出力を所定
の低下率で省電力モードである発光出力（３０％）まで低下させ（Ｂ５～Ｂ７）、光源部
１１の発光出力（３０％）を維持するようにした（Ｂ７～Ｂ８）。これにより、光源部１
１の省電力化を図ることができ、さらに、被説明者を説明者の説明に集中させるようにす
ることができるようになる。また、図示はしていないが、発光出力を低下させた状態で維
持させている間（Ｂ４～Ｂ５，Ｂ７～Ｂ８）または発光出力を低下させている間（Ｂ３～
Ｂ４，Ｂ５～Ｂ７）に、光源制御部２４が入力信号に変化がある（入力信号とは別の入力
信号が入力された（画像の変化がある場合も含む））ことを判定すると、光源制御部２４
は光源部１１の発光出力をユーザが設定した低下前の発光出力に回復させるようにした。
光源部１１の発光出力は低下してもオフにされることはない（図７の場合では最低でも３
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０％まで低下）ために、光源部１１の発光出力を素早く回復させることができ、被説明者
は待たせられることなく別の画像を視認することができる。
【００６７】
　このような機能を有するプロジェクタ１０では、光源部１１の発光出力を発光出力（３
０％）まで低下させている間に、発光出力（６５％）を下回ると（図７のＢ６）、光源部
１１の発光出力は通常状態（Ｓ０１）から発光出力制限状態（Ｓ０２）に遷移する。さら
に、発光出力制限状態（Ｓ０２）は、光源部１１の発光出力が発光出力（６５％）を下回
って、所定時間、例えば、時間ｔ２が経過すると、リカバリ状態（Ｓ０３）に遷移してし
まう。この時、被説明者に気づかれずに光源部１１の発光出力を低下させていたのが、光
源部１１の発光出力（３０％）が発光出力（６５％）に回復し（Ｂ８～Ｂ９）、再び、発
光出力（３０％）に戻るようになる（Ｂ１０～Ｂ１１）。このため、リカバリ状態（Ｓ０
３）になることで、被説明者に投射画像が再び視認されるようになり、被説明者の説明者
の説明への集中を途切れさせてしまうおそれがある。
【００６８】
　そこで、主制御部３０が、第１の実施の形態で説明したように、光源部１１の発光出力
の変化を監視する発光出力監視部３１を介して回復検知部３２が光源部１１の発光出力が
リカバリ状態（Ｓ０３）に遷移したことを検知する。すると、出力画像制御部３３は、図
７に示されるように、光源部１１の発光出力の変化に応じた画像の明るさの変化を補償す
るように液晶パネル部１３から出力された画像のコントラストを制御する。
【００６９】
　なお、この場合のコントラストの制御も、例えば、出力画像制御部３３が、図８に例示
するテーブルの情報を読み込み、当該テーブルに基づき実行される。発光出力（３０％）
が１％ずつ追加して発光出力６５％まで回復させる場合には、回復させる発光出力に対応
してコントラストＣ１をａ１，ａ２，…ａｎ減少させてコントラストＣ２まで減少させる
。そして、コントラストＣ２を時間ｔ３の間維持する。また、発光出力６５％が１％ずつ
減少して発光出力（３０％）に再度戻る場合には、減少する発光出力に対応してコントラ
ストＣ２にｂ１，ｂ２，…ｂｎを追加してコントラストＣ１まで回復させる。
【００７０】
　また、同様に、このようなテーブルを用いて、カウント値に応じて、光源制御部２４が
光源部１１の発光出力を、主制御部３０（出力画像制御部３３）がコントラストをそれぞ
れ制御するようにしても構わない。
【００７１】
　これにより、画像の明るさを低下させて視認させないようにした状態で、光源部１１に
リカバリ処理が実行されても、画像が続けて視認されないようになり、被説明者の説明者
の説明への集中を継続して途切れさせないようにすることができる。
【００７２】
　［第３の実施の形態］
　第３の実施の形態では、第２の実施の形態に基づいて、コントラスト補償の制御中に設
定画面を表示したい場合について図９を用いて説明する。
【００７３】
　図９は、第３の実施の形態に係る画像表示装置の光源部の発光出力及び画像のコントラ
ストの変化を示す図である。なお、図９は図７と同様に、横軸が経過時間を、縦軸が光源
部１１の発光出力及び画像のコントラストをそれぞれ表している。さらに、グラフの上部
には、画像変化の有無の状態を表示している。なお、設定画像のコントラストを一点鎖線
で表す。
【００７４】
　第３の実施の形態でも、第２の実施の形態と同様に、光源部１１の発光出力がリカバリ
状態になると、主制御部３０（出力画像制御部３３）がコントラストの制御を実行する。
【００７５】
　この時、出力画像制御部３３は、光源部１１のリカバリ状態にある発光出力による画像
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の明るさの変化を補償するようなコントラストになるように、第１の実施の形態で説明し
たように、入力信号処理部２１に入力された入力信号の信号レベルを制御する。このため
、光源部１１がリカバリ状態の時に、画像処理部２２によりＯＳＤ処理を実行すると、光
源部１１の発光出力の変化に応じて入力信号に応じた画像のコントラストは変化するもの
の、ＯＳＤ処理による設定画像のコントラストは変化しない（図９の一点鎖線）。したが
って、リカバリ状態において、プロジェクタ１０から投射される画面の明るさを抑制しつ
つ、設定画面のみを表示することができるようになる。
【００７６】
　なお、本技術は以下のような構成も採ることができる。
（１）光源部と、
　入力信号に基づき前記光源部からの入射光を変調して出射し画像を出力する光変調部と
、
　前記光源部の発光出力が低出力状態から回復して回復状態になったことを検知する回復
検知部と、
　前記回復検知部が前記光源部の前記回復状態を検知すると、前記発光出力に応じて前記
光変調部から出力される前記画像の明るさを制御する出力画像制御部と、
　を有する画像表示装置。
（２）前記出力画像制御部は、前記発光出力に応じて変化する前記画像の明るさを補償す
るように前記画像の明るさを制御する前記（１）記載の画像表示装置。
（３）前記出力画像制御部は、前記画像のコントラストまたはブライトネスを制御する前
記（１）または（２）記載の画像表示装置。
（４）前記回復状態では、前記光源部の前記発光出力が所定出力未満の前記低出力状態か
ら、前記所定出力以上に回復する前記（１）乃至（３）のいずれかに記載の画像表示装置
。
（５）前記回復状態では、さらに、前記光源部の前記発光出力の回復後に、前記発光出力
は再度回復前の前記発光出力に変化する前記（４）記載の画像表示装置。
（６）前記出力画像制御部は、前記発光出力の回復に応じて明るくなった前記画像の明る
さを暗くする前記（４）または（５）記載の画像表示装置。
（７）前記出力画像制御部は、回復した前記発光出力が回復前の前記発光出力への変化に
応じて暗くなった前記画像の明るさを明るくする前記（５）記載の画像表示装置。
（８）前記画像出力制御部は、前記入力信号の信号レベルを制御して前記画像の明るさを
制御する前記（１）乃至（７）のいずれかに記載の画像表示装置。
（９）前記入力信号に基づく前記画像に副画像を重ねる画像処理部をさらに有し、
　前記光変調部は、前記副画像を出力する、前記（８）記載の画像表示装置。
（１０）前記画像出力制御部は、前記光変調部の光の透過度を制御して前記画像の明るさ
を制御する前記（１）乃至（７）のいずれかに記載の画像表示装置。
（１１）光源部の発光出力が低出力状態から回復して回復状態になったことを検知するス
テップと、
　入力信号に基づき前記光源部からの入射光を変調する光変調部から出射して出力される
画像の明るさを制御するステップと、
　を有する画像表示方法。
【００７７】
　なお、上述の実施の形態は、実施の形態の要旨を逸脱しない範囲内において種々の変更
を加えることができる。
【００７８】
　さらに、上述の実施の形態は、多数の変形、変更が当業者にとって可能であり、説明し
た正確な構成及び応用例に限定されるものではない。
【符号の説明】
【００７９】
　１０……プロジェクタ、１１……光源部、１２……光学処理部、１３……液晶パネル部
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、１４……レンズ部、１５……レンズ調整部、１６……操作受付部、２０……制御部、２
１……入力信号処理部、２２……画像処理部、２３……パネル制御部、２４……光源制御
部、２５……メモリ部、３０……主制御部、３１……発光出力監視部、３２……回復検知
部、３３……出力画像制御部

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】



(13) JP 2013-61498 A 2013.4.4

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(14) JP 2013-61498 A 2013.4.4

【図９】



(15) JP 2013-61498 A 2013.4.4

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)           Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ａ          　　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)           Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｃ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ｚ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｅ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０４Ｎ   5/66    １０２Ｂ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０４Ｎ   5/74    　　　Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/133   ５３５　          　　　　　

Ｆターム(参考) 5C006 AA16  AB01  AF27  AF46  AF47  AF52  AF53  AF63  AF69  BB11 
　　　　 　　        BC16  BF01  EA01  EC11  FA01  FA18  FA23  FA47 
　　　　 　　  5C058 AA06  AB03  BA29  BA35  EA02  EA26  EA51 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  DD06  DD26  EE17  EE21  EE25  EE28  EE29  GG12 
　　　　 　　        JJ02  JJ04  JJ07  KK02 



专利名称(译) <无法获取翻译>

公开(公告)号 JP2013061498A5 公开(公告)日 2014-10-16

申请号 JP2011200078 申请日 2011-09-14

[标]申请(专利权)人(译) 索尼公司

申请(专利权)人(译) 索尼公司

[标]发明人 牧野弥

发明人 牧野 弥

IPC分类号 G09G3/36 G09G3/20 G03B21/14 G03B21/00 H04N5/66 H04N5/74 G02F1/133

FI分类号 G09G3/36 G09G3/20.641.P G09G3/20.642.E G09G3/20.632.F G09G3/20.642.C G09G3/20.611.A 
G09G3/20.680.C G03B21/14.Z G03B21/00.E H04N5/66.102.B H04N5/74.D G02F1/133.535

F-TERM分类号 2H193/ZG02 2H193/ZG16 2H193/ZH04 2H193/ZH08 2H193/ZH52 2H193/ZR02 2K103/AA05 2K103
/AA16 2K103/AB01 2K103/AB10 2K103/BA03 2K103/BA15 2K103/BB06 2K103/BB09 2K103/CA25 
2K103/CA53 2K103/CA54 5C006/AA16 5C006/AB01 5C006/AF27 5C006/AF46 5C006/AF47 5C006
/AF52 5C006/AF53 5C006/AF63 5C006/AF69 5C006/BB11 5C006/BC16 5C006/BF01 5C006/EA01 
5C006/EC11 5C006/FA01 5C006/FA18 5C006/FA23 5C006/FA47 5C058/AA06 5C058/AB03 5C058
/BA29 5C058/BA35 5C058/EA02 5C058/EA26 5C058/EA51 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/DD06 
5C080/DD26 5C080/EE17 5C080/EE21 5C080/EE25 5C080/EE28 5C080/EE29 5C080/GG12 5C080
/JJ02 5C080/JJ04 5C080/JJ07 5C080/KK02 2K203/FA02 2K203/FA22 2K203/GA15 2K203/GA44 
2K203/GA56 2K203/GB33 2K203/GB34 2K203/GB39 2K203/GB44 2K203/GB62 2K203/GB69 2K203
/MA09

其他公开文献 JP2013061498A

摘要(译)

问题是要解决光源发光输出的变化。 在图像显示装置中，恢复检测单元
经由发光输出监视单元检测光源单元的发光输出已经达到恢复状态，该
发光输出监视单元监视光源单元的发光输出的变化。然后，输出图像控
制部分控制从液晶面板部分输出的图像的对比度，以便根据光源部分的
发光输出的变化来补偿图像亮度的变化。因此，不管由于光源单元的恢
复状态引起的发光输出的变化，从图像显示装置输出的图像的亮度基本
上没有变化，从而给予图像的观看者不相容的感觉。你可以确保不给
它。 .The
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